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小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画 

変
更
素
案
に
対
す
る
意
見
の
募
集 

  

東
京
都
は
、
小
笠
原
諸
島
の
平
成
16
年
度
～

20
年
度
の
振
興
開
発
の
方
向
を
示
す
「
小
笠
原

諸
島
振
興
開
発
計
画
」
の
変
更
素
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。 

変
更
素
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
支

庁
総
務
課
、
母
島
出
張
所
、
村
役
場
総
務
課
企

画
政
策
室
お
よ
び
母
島
支
所
の
窓
口
ま
た
は
東

京
都
総
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。 

 

素
案
に
対
す
る
ご
意
見
を 

10
月
14
日
（土
）

（消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
振

興
開
発
計
画
と
し
て
決
定
し
ま
す
。 

 

【
総
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://w
w
w
.soum

u.m
etro.tokyo.jp/ 

05gyousei/shinkoukaihatsukeikaku/ 

ogasaw
ara-iken.htm

 
 

【
意
見
送
付
先
】 

 

《
郵
送
の
場
合
》 

 
 
 

〒
１
６
３
―
８
０
０
１ 

 
 
 
 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
‐
８
‐
１ 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》 

 
 
 

S0000020@
section.m

etro.tokyo.jp 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

９/25 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

8 月気象状況    （父島）

最高気温   31.8℃ 

最低気温   22.8℃ 

平均気温   27.8℃ 

平均湿度   79％ 

月降水量  157.5mm

住民基本台帳登録者数（９/１）  

             2,367 人 

             父島      母島    

  人口      1,927 人   440 人 

  世帯      1,038 人  233 人 

短期滞在者     18 人     10 人 

ＮＯ．５１７ 

平成1８年(2006) 

10/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

 台風１４号について  
 

 ９月２２日から２３日にかけて父島・母島の近海を通過した台風１４号は、２２日２３時５６分に父島における観測史

上２番目となる、瞬間最大風速５８．８ｍ/ｓを記録しました。 

 各所で建物等の損壊が生じており、また、農業の被害は甚大なものとなっております。被災された村民の皆

様には、心からお見舞い申し上げます。 

 ただ、昭和５８年以来とも言える大きな台風が襲来し、さまざまな物の飛散や多くの倒木、各所の被害を見ま

すと、負傷者もなく人的被害がなかったことは、不幸中の幸いであったといえます。 

年に数回の台風襲来を経験する小笠原とはいえ、村民の皆様の日ごろからの防災意識の賜物と感じておりま

す。 

                       また、台風襲来に備え警戒にご協力いただいた関係機関の

皆様、広範囲にわたる電線や電話線の被害に迅速に対応いただ

いた東京電力およびＮＴＴの皆様には、この場を借りて感謝申

し上げます。 

                       その一方、防災無線の不通や台風通過後の樹木清掃、テレ

ビ放送復旧対応の遅れなど、被災時にこそ必要な機能や復旧対

策に不十分な面がありましたことをお詫び申し上げ、今後の防

災対策に反映させていきたいと  思っております。 

なお、被災証明の発行やその他ご相談については、総務課

（電話２－３１１１）および母島支所（電話３－２１１１）を受付窓口と

させていただきます。 

皆さまのご理解、ご協力を今後ともお願いいたします。 
 

                                 小 笠 原 村 長  

台風１４号の猛烈な風 

（父島二見港周辺） 
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パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
・
交
付 

 

◎
申 

請 
 

平
成
18
年
度
の
パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
22
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
23
日
（木
）
午
後
２
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
戸
籍
謄
（抄
）本 

 
 
 

１
通 

 

○
住
民
票 

 
 
 
 
 
 

１
通 

 

○
写
真
（左
図
参
照
） 

 
 

１
枚 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 
 
 

１
枚 

 

○
身
元
確
認
の
書
類 

 

※
本
籍
が
小
笠
原
村
に
な
い
方
は
、
戸
籍
謄
（抄
）本

の
取
り
寄
せ
を
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
有
効
期
間
が
１
年
未
満
に
な
っ
た
旅
券
の

切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
有
効
旅
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。（戸
籍
の
記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
戸
籍
謄
抄
本
の
提
出
は
省
略
で
き
ま
す
。） 

            

◎
交 

付 
 

11

月
の
出
張
申
請
に
よ
り
受
け
付
け
た
パ
ス 

ポ
ー
ト
の
出
張
交
付
は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
11
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
12
日
（火
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
交
付
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 

（
旅
券
課
か
ら
発
送
さ
れ
た
も
の
） 

１
枚 

 

○
収
入
印
紙 

 
 

 

10
年
旅
券 

収
入
印
紙
１
万
４
千
円
分 

５
年
旅
券 

収
入
印
紙
９
千
円
分 

子
供
旅
券  

収
入
印
紙
４
千
円
分 

 

○
現
金
（手
数
料
） 

 
 

 

２
千
円 

 

●
問
合
せ
先  

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
週
間 

 

10
月
16
日
（月
）か
ら
22
日
（日
）は
「行
政
相
談

週
間
」で
す
。 

こ
の
週
間
は
、行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
周
知
し
、

広
く
国
民
の
皆
様
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「説
明
に
納
得
で
き
な

い
。
」「処
理
が
間
違
っ
て
い
る
。
」な
ど
の
苦
情
や
要

望
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
相
談
内
容
】 

年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
郵
便
、
旅
客
運

輸
関
係
な
ど 

 

4±2 

 
 
 
34±2 

（単位 ： mm ) 

35 

17±2 

45 

 

 国民健康保険制度の一部が変わります  
 

１０月１日より、国民健康保険制度がおもに次のように改正されます。 
 

【おもな変更点】 

○７０歳以上の被保険者のうち、一定以上の所得がある方の一部負担金の割合が、２割から３割に変わります。 

○出産育児一時金の支給額が３０万円から３５万円に増額されます。 
 

【医療費自己負担額の引き上げ】 

１か月間の医療費の自己負担額が高額となった場合に支給される高額医療費の自己負担限度額が、次のとおり一部

引き上げられます。 
 

《 ７０歳未満の方 》                 《 ７０歳以上の方 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表の〔   〕内の金額は、多数該当（過去１２か月に３回以上高額療養費の支給を受けた方に対する４回目以降）の額です。

７０歳以上の方については、８月１日更新の高齢受給者証と一緒に、負担区分判定方法のご案内をお送りしております。
 

●問合せ先 村民課住民係 ２－３１１３

区   分 自己負担限度額 

１５０，０００円＋ 

（医療費－５００，０００円）×１％ 
同一世帯の国保被保険者

の所得合計が６００万円を

超える方 〔 ８３，４００円 〕※多数該当 

８０，１００円＋ 

（医療費－２６７，０００円）×１％ 一 般 の 方 

〔 ４４，４００円 〕※多数該当 

３５，４００円 同一世帯の国保被保険者

がすべて住民税非課税の

方 〔 ２４，６００円 〕※多数該当 

自己負担限度額 
区  分 

外来（個人ごと） 入院（世帯ごと） 

８０，１００円＋ 

（医療費－２６７，０００円）×１％現役並み所得者 ４４，４００円 

〔 ４４，４００円 〕※多数該当 

一  般 １２，０００円 ４４，４００円 

２ ２４，６００円 
住民税非課税 

１ 
８，０００円

１５，０００円 
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【
相
談
方
法
】 

 
《
電
話
》 

○
行
政
苦
情
１
１
０
番 

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所 

電 
話 
０
５
７
０
―
０
９
０
―
１
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
３
―
５
３
３
１
―
１
７
６
１ 

○
東
京
総
合
行
政
相
談
所 

電 

話 

０
３
―
３
９
８
７
―
０
２
２
９ 

 

《
会
場
》 

○
東
京
１
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設 

 
 
 

10
月
16
日
（月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

JR
東
京
駅
八
重
洲
地
下
街 

「
メ
イ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」 

上
京
中
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

  

高
齢
者
向
住
宅
（シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

生
活
協
力
員
募
集 

  

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
の
安
否

の
確
認
や
緊
急
時
の
対
応
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、

情
報
提
供
な
ど
の
た
め
、
同
団
地
内
に
入
居
し
、
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
く
生
活
協
力
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
住
宅
名
】 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所
在
地
】
父
島
字
清
瀬 

【
住
宅
間
取
り
お
よ
び
戸
数
】
３
Ｄ
Ｋ 

１
戸 

【
申
込
資
格
】 

 

次
の
①
～
⑧
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

①
概
ね
20
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方 

②
申
込
日
現
在
、
１
年
以
上
小
笠
原
村
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方 

 

③
東
京
都
小
笠
原
住
宅
条
例
・
規
則
に
定
め
る
入

居
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

④
次
の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
同
居
人

が
い
る
方
ま
た
は
同
居
す
る
予
定
が
あ
る
方 

ア 

親
族
（内
縁
関
係
、
養
親
子
関
係
、
婚
約

者
を
含
む
。
概
ね
20
歳
以
上
55
歳
未
満
） 

イ 

申
込
日
現
在
、
税
法
上
の
扶
養
関
係
に
あ

る
方
（概
ね
20
歳
以
上
55
歳
未
満
） 

⑤
本
人
ま
た
は
④
に
該
当
す
る
親
族
等
の
い
ず
れ

か
が
、
常
時
在
宅
可
能
で
あ
る
方 

⑥
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
高
齢
者
の
生
活
を

理
解
し
、
援
助
に
対
し
て
熱
意
が
あ
る
方 

⑦
村
等
が
お
こ
な
う
研
修
会
等
に
参
加
し
、
意
識

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
方 

⑧
村
に
対
す
る
債
務
を
完
納
し
て
い
る
方 

※
申
込
者
に
対
し
、
個
別
に
面
接
お
よ
び
書
類
審

査
を
行
い
、
協
力
員
を
決
定
し
ま
す
。 

【
必
要
書
類
】 

○
申
込
書 

○
前
年
分
の
世
帯
の
所
得
を
証
す
る
書
類 

○
住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

【
住
宅
使
用
料
】
月
額
４
万
４
千
円 

【
入
居
予
定
日
】
12
月
１
日 

【
募
集
期
間
】
10
月
２
日
（月
）～
10
月
25
日
（水
） 

【
申
込
書
配
布
お
よ
び
申
込
場
所
】 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係
（地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
業
務
委
託
】 

 
 

生
活
協
力
員
に
決
定
し
た
方
は
、
村
と
の
委
託

契
約
（
委
託
料
月
額
10
万
円
）
に
よ
り
業
務
を
行

い
ま
す
。
契
約
期
間
は
１
年
間
で
す
が
、
契
約
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
の
実
施 

  

村
で
は
、
毎
年
父
島
に
お
い
て
農
業
被
害
軽
減
の

た
め
、銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
、
月
に
２
回
程
度

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

本
駆
除
作
業
は
、「社
団
法
人
東
京
都
猟
友
会
小
笠

原
支
部
」の
協
力
に
よ
り
、村
か
ら
の
委
託
業
務
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
り
、
安
全
に
は
十
分
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
駆
除
前
日
お
よ
び
当
日
に
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
駆
除
地
域
へ
立
ち

入
る
場
合
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
程
が
決
ま

り
し
だ
い
、村
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

島
内
美
化
運
動
（父
島
） 

 

村
で
は
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
島
づ
く
り
の
た
め
、

島
内
（父
島
）美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

 

10
月
29
日
（日
）
午
前
９
時
～
（
雨
天
中
止
） 

【
集
合
場
所
】 

○
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

○
奥
村
運
動
場 

※
参
加
し
や
す
い
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

【
作
業
場
所
】
都
道
２
４
０
号
線
周
辺 

（
気
象
庁
前
～
第
一
ト
ン
ネ
ル
入
口
） 

【
作
業
内
容
】
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。 

※
軍
手
、
ご
み
袋
は
村
で
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、

終
了
後
、
冷
た
い
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 シ

ロ
ア
リ
対
策
事
業 

  

村
で
は
、
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周

辺
の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
、
被
害
兆
候
の
見
つ
け

方
な
ど
シ
ロ
ア
リ
に
関
す
る
全
般
的
な
相
談
受
付
、

家
屋
の
点
検
や
樹
木
の
駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も
な

く
切
れ
る
、
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
期
間
】
10
月
２
日
（月
）～
12
日
（木
） 

【
対
策
日
程
】
10
月
13
日
（金
）～
21
日
（土
） 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
、
随
時

受
付
て
お
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。 

 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
商
工
会 

 
 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

平
成
19
年
成
人
式 

 

平
成
19
年
成
人
式
は
、
父
島
・
母
島
と
も
に
、
１

月
２
日
（火
）に
開
催
予
定
で
す
。 

次
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
に
個
別
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

昭
和
61
年
４
月
２
日
～
昭
和
62
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
民
（住
民
票
が
小
笠
原
村
に
あ
る
方
） 

②
小
笠
原
村
の
出
身
者
で
、転
出
し
現
在
小
笠
原
村

に
住
民
票
は
な
い
が
、親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で

い
る
方 

【
島
民
割
引
制
度
の
適
用
】 

成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
に
帰
省
す
る
方
は
、

お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
島
民
割
引
制
度

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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小
笠
原
中
学
校 

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
・ 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
都
大
会
出
場 

 

７
月
に
開
催
さ
れ
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
お
よ
び
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
都
大
会
島
し
ょ
地
区
予
選
で
、
小
笠

原
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
優
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
東
京

都
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

都
大
会
で
は
両
種
目
と
も
善
戦
む
な
し
く
初
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
得
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（
※
）
に
よ
り
次
の

期
間
中
、放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

10
月
３
日
（火
）～
６
日
（金
）
午
後
０
時
22
分

ご
ろ
か
ら
約
６
分
間 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
と
は
、
太
陽
、

放
送
衛
星
、受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、

強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た
め
起
こ
る
現
象
。

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
す
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
退
職
】 

総
務
課
総
務
係 

庭
野 

勝
美
（
８
月
31
日
付
） 

母
島
支
所
庶
務
係 

坂
本 

 

茂
（
９
月
30
日
付
） 

【
採
用
】 

 
 

総
務
課
付 

 

澤 

春
菜
（
10
月
１
日
付
） 

      

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

設
定
に
係
る
設
定
委
員
会
事
務
報
告 

  

林
野
庁
で
は
、
世
界
的
に
貴
重
な
小
笠
原
固
有
の

森
林
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
、
国
有
林
を
対
象
に

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。 

 

こ
の
度
、
委
員
に
よ
る
設
定
委
員
会
が
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
10
月
５
日
（木
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 
  

児
童
の
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談
、
育
成
・
育
児

相
談
（不
登
校
、
進
学
等
の
進
路
選
択
、
し
つ
け
、
性

格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
）
、
知
的
発
達
障
害
相
談

（こ
と
ば
の
遅
れ
、
自
閉
症
、
知
的
発
達
障
害
、
愛
の

手
帳
交
付
）、
身
体
障
害
相
談
（視
聴
覚
障
害
、
肢
体

不
自
由
に
関
す
る
相
談
）、
養
護
相
談
（被
虐
待
児
、

親
の
家
出
、
親
の
傷
病
等
に
よ
り
養
育
が
困
難
な
児

童
の
相
談
）な
ど
幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、

児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、児
童
心
理
司
、

児
童
福
祉
司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
10
月
20
日
（金
）ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
医
師
に
よ
る
軽
度
発

達
障
害
の
講
演
会
も
行
い
ま
す
。 

 

◎
巡
回
相
談 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
25
日
（水
） 

午
後
３
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
27
日
（金
） 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

◎
講
演
会 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
25
日
（水
）
午
後
７
時
30
分
～ 

 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
27
日
（金
）
午
後
７
時
30
分
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

※
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

園
芸
教
室
開
催 

  

レ
モ
ン
の
栽
培
・
剪
定
に
つ
い
て
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
村
内
在
住
の
園
芸
に
興
味
の
あ
る
方 

 

【
日
時
】 

10
月
29
日
（日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

【
定
員
】
20
名
（
先
着
順
） 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
１
０
４ 

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

  

10
月
11
日
（水
）か
ら
20
日
（金
）ま
で
の
10
日

間
、
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、「
守
ろ

う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
海
・
山
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た
め

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。 

【
運
動
の
重
点
】 

 

○
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
の
効
果
的
推
進 

○
振
り
込
め
詐
欺
や
侵
入
窃
盗
な
ど
の
身
近
な
犯

罪
の
防
止 

○
街
頭
に
お
け
る
ひ
っ
た
く
り
、
性
犯
罪
の
被
害

防
止 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

【
注
意
事
項
】 

 

○
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
キ
ー
を
抜
き

施
錠
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署  

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
10
月
２
日
（月
）、
30
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 



  NO．517    平成 18（2006）年 10 月 1 日（日）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-5- 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
19
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
20
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を 

島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
10
月
27
日
（金
） 

【
時 

 

間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
10
月
２
日
（月
）～
25
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

  

共
同
募
金
運
動
が
10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。 

皆
様
の
た
す
け
あ
い
精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
る
共

同
募
金
は 

60
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
配
分
さ
れ
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
東
京
都
共
同

募
金
会
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
購
入
の
た

め
の
配
分
金
等
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
に
は
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会 

（
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

２
―
２
４
８
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

昨
年
度
、
父
島
図
書
室
で
の
年
間
貸
出
総
数
は
２

万
１
３
１
７
冊
、
村
民
１
人
当
た
り
で
は
10
冊
以
上

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
の
３
倍
以
上
の

す
ば
ら
し
い
実
績
で
す
。 

予
約
受
付
件
数
は
５
６
４
件
で
、
こ
の
内
４
０
４

冊
は
都
立
図
書
館
か
ら
協
力
貸
し
出
し
を
受
け
て
い

ま
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
図
書
室
サ
ー
ビ
ス
も

活
用
し
、
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
豊
か
に
し

ま
せ
ん
か
。 

 

【
第
60
回
読
書
週
間 

「し
お
り
い
ら
ず
の 

一
気
読
み
」】 

  

文
化
の
日
を
中
心
に
２
週
間
（
10
月
27
日
～
11

月
９
日
）、
読
書
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

読
書
週
間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
「
文
字
・
活

字
文
化
の
日
」で
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
字
に
親
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 

昨
年
度
よ
り
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室
と
父
島

図
書
室
と
が
連
携
し
、
読
書
週
間
の
展
示
等
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
相
互
協
力
し
て
い
ま
す
。
ご

来
館
、
ご
来
校
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

※
読
書
週
間
展
示
の
日
程
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
各
図
書
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   
 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 

２
―
３
９
３
９ 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 

 

２
―
２
３
４
６ 

          

 島
で 

あ
そ
び
隊
！ 

 
 
   

【
も
っ
と
知
り
隊
！
い
の
ち
編
】 

生
ま
れ
て
く
る
力 

命
っ
て
す
ご
い
！ 

《
日
時
》
10
月
11
日
（水
）
午
後
２
時
～
４
時 

 

《
集
合
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（
保
険
代
他
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物 

 
   

 

【
島
お
か
し
を
作
り
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

 
 

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

《
日
時
》
10
月
29
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

《
集
合
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》 

３
０
０
円
（
保
険
代
他
含
む
） 

《
持
ち
物
》
お
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
台
ふ
き
ん 

 

【
予
約
方
法
】 

用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回

収
箱
を
置
き
ま
す
。 

 

【
申
込
期
限
】
10
月
12
日
（木
） 

 
 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

11
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

11
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
10
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
８
１
０
円
（
＋
１
２
５
０
円
） 

小
人 

４
４
１
０
円
（
＋
６
３
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
４
０
０
円
（
＋
６
２
０
円
） 

小
人 

２
２
０
０
円
（
＋
３
１
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
７
２
０
円
（
＋
８
０
０
円
） 

小
人 

２
８
６
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
８
６
２
円
（
＋
７
９
８
円
） 

《
２
等
品
》
８
３
０
８
円
（
＋
７
４
８
円
） 

《
３
等
品
》
７
７
５
５
円
（
＋
６
９
９
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
８
８
円
（
＋
80
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
６
９
円
（
＋
60
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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父
島
発
電
所
改
修
に
伴
う
停
電 

  

東
京
電
力
で
は
発
電
設
備
改
修
の
た
め
、
父
島
全

域
で
停
電
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

安
定
し
た
電
気
を
お
届
け
す
る
た
め
に
必
要
な
工

事
で
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
停
電
期
間
】 

 
 

10
月
12
日
（木
）
午
前
１
時
～
４
時 

 
 

（
予
備
日 

10
月
19
日 

午
前
１
時
～
４
時
） 

※
平
成
19
年
２
月
お
よ
び
４
月
に
も
停
電
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

東
京
電
力
父
島
発
電
所 

 
 

２
―
２
４
３
１ 

 

太
陽
雑
音
に
よ
る
通
信
へ
の
影
響 

  

太
陽
雑
音
に
よ
り
、
次
の
時
間
帯
は
本
土
と
の
通

信
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時

間
帯
は
、
通
信
の
途
切
れ
、
雑
音
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
３
日
（火
）～
10
日
（火
） 

午
前
10
時
20
分
～
29
分 

午
前
11
時
41
分
～
53
分 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 

東
京
西
１
１
３ 

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー 

（
局
番
な
し
）１
１
３ 

       

     

妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成 

 

10
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
す
る
際
、

母
子
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
す
る
妊
婦
健
康
診
査
受

診
票
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
受
診
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

○
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
村
内
に
生
活
の

本
拠
を
有
す
る
妊
婦
の
方 

○
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
婦
健
康
診
査

を
受
診
し
た
妊
婦
の
方
で
、
村
が
交
付
し
た
妊

婦
健
康
診
査
受
診
票
を
使
用
で
き
ず
、
自
費
で

妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た
方 

【
助
成
金
額
】 

 
 

次
の
金
額
を
上
限
と
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
を

受
診
し
た
際
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。 

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
上
限
の
金
額
が
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

《
平
成
18
年
度
》 

 
 

○
妊
娠
前
期
健
康
診
査 

 

８
６
２
０
円 

 
 

○
妊
娠
後
期
健
康
診
査 

 

５
７
４
０
円 

 
 

○
超
音
波
検
査 

 
 
 
 

５
３
０
０
円 

【
申
請
方
法
】 

 
 

次
に
挙
げ
る
も
の
を
村
民
課
福
祉
係(

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
内)

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

①
健
康
保
険
証 

②
母
子
健
康
手
帳 

③
医
療
機
関
の
発
行
し
た
受
診
の
際
の
領
収
書

（母
子
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
健
康
診
査
日
と
同

一
の
記
載
の
あ
る
も
の) 

 

④
未
使
用
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票 

⑤
振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
（郵
政
公
社
は

不
可
） 

 

⑥
印
鑑 

※
住
民
票
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
公
簿
に
よ
り
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10
か
月
、
１

歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、
３

歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
10
月
12
日
（木
） 

 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

介
護
予
防
体
操
教
室 

 
 

介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
末
永
く
い
き
い
き
と
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
老
化
の
サ
イ
ン

を
い
ち
早
く
発
見
し
て
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。 

運
動
を
継
続
的
に
行
う
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
運
動
の
指
導
員
や
保
健
師
が
皆
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、 

 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

 
 

次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

○
月
曜
ク
ラ
ス 

 

10
月
23
日
（月
）か
ら
毎
月
曜
日  

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

○
火
曜
ク
ラ
ス 

10
月
24
日
（火
）か
ら
毎
火
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

○
火
曜
ク
ラ
ス 

10
月
17
日
（火
）か
ら
毎
火
曜
日 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

○
木
曜
ク
ラ
ス 

10
月
17
日
（火
）か
ら
毎
木
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

※
初
回
の
み
火
曜
日
で
２
回
目
以
降
は
毎
週

木
曜
日 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

【
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
下
肢
を
中
心
と
し
た

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
気
軽
に
で
き
る
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
な
ど
、
運
動
・
健
康
・
介
護
予
防
に
関

す
る
講
義 

 

【
参
加
費
】
無
料 

 

【
そ
の
他
】 

○
来
年
３
月
中
旬
ま
で
の
５
か
月
間
の
コ
ー
ス
で

す
。 

○
２
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
す
。
ク
ラ
ス

分
け
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
申
込
時
の
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

○
送
迎
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

【
申
込
方
法
】 

10
月
10
日
（火
）ま
で
に
村
民
課
福
祉
係
ま
た

は
母
島
支
所
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
村
民
課
福
祉
係
お
よ
び
母
島
支
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
途
中
参
加
が
で
き
な
い
の
で
、

必
ず
申
し
込
み
を
期
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

  

１０月６日 中秋の名月 
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専
門
診
療 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

 

９
月
に
予
定
し
て
い
た
父
島
の
産
婦
人
科
専
門
診

療
は
、
台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
ご
迷
惑
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
次
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す

（母
島
は
実
施
済
み
）。 

 

【
日
時
】 

10
月
２
日
（月
）
午
前 

３
日
（火
）
午
前 

４
日
（水
）
午
前
・
午
後 

５
日
（木
）
午
前
・
午
後 

６
日
（金
）
午
前
・
午
後 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

◎
皮
膚
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
10
月
７
日
（土
）、
８
日
（日
） 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
父
島
】 

《
日
程
》
10
月
10
日
（火
）～
13
日
（金
） 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２
―
３
８
０
０ 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種 

  

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。 

 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
間
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
始
め
る
12
月
中
旬
ま
で
に
接

種
を
済
ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
１
回
の
接
種
と
な
り
ま

す
。
そ
の
他
の
方
は
診
療
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

【
接
種
期
間
】 

 

《
第
１
回
》
10
月
16
日
（月
）～
20
日
（金
） 

 

《
第
２
回
》
11
月
20
日
（月
）～
24
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 

  

※
23
日
（木
）を
除
く
。 

 

【
費
用
】
１
回
に
つ
き
２
２
０
０
円 

 

【
申
込
期
間
】
10
月
２
日
（月
）～ 

 

【
注
意
事
項
】 

 

○
右
記
の
日
程
以
外
に
接
種
を
希
望
す
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

○
事
業
所
単
位
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
５ 

       

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て 

③ 

 
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て
は
、
８
月
28
日

本
土
に
お
い
て
第
４
回
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
設
定
委
員
会
は
林
野
庁
に
対

し
最
終
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

村
か
ら
は
村
長
が
委
員
と
し
て
出
席
し
、
終
始
一

貫
し
て
空
港
建
設
や
村
民
の
生
活
に
支
障
を
来
た
す

こ
と
の
無
い
よ
う
な
指
定
を
目
指
し
て
、
発
言
を
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
空
港
建
設
予
定
地
の
一
つ
で
あ

る
洲
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、
周
辺
地
区
を
含
め
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
へ
の
指
定
に
と
ど
め
る
よ
う
働
き
か

け
、
第
４
回
目
の
設
定
委
員
会
で
は
、
村
長
か
ら
具

体
的
に
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
ま
し
た
。 

 

「今
回
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
後
も
、今

後
、
空
港
や
防
災
道
路
、
公
園
施
設
、
生
活
基
盤
施

設
な
ど
の
必
要
な
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
コ
ア

や
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
地
域
内
で
あ
っ
て
も
一
概
に
施
設

整
備
や
開
発
を
排
除
せ
ず
、
地
元
の
事
情
を
考
慮
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
必
要
な
段
階
に
な
っ
た
ら
指

定
の
解
除
や
施
設
整
備
の
許
可
に
対
応
し
て
も
ら
え

る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。」 

 

こ
れ
に
対
し
林
野
庁
は 

「住
民
の
生
命
・
生
活
を
守
る
た
め
や
地
域
の
振
興

に
必
要
な
施
設
の
整
備
を
排
除
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
」
旨
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
議
事
録
に
残
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
指
定
後
の
保
護
地
域
内
の
利
用
に
関
し
て

は
、
平
成
19
年
４
月
以
降
に
設
置
さ
れ
る
保
全
管
理

委
員
会
の
中
で
具
体
的
に
取
り
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
委
員
会
に
も
村
民
代
表
と
し
て
村
役

場
を
は
じ
め
観
光
関
連
団
体
、
自
然
保
護
団
体
等
の

委
員
で
討
議
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
最
終
答
申
を
受
け
、
林
野
庁
が
指
定
地
域
の

決
定
を
行
っ
た
場
合
は
、
平
成
19
年
４
月
よ
り
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
て
の
保
護
担
保
措
置
の
一
つ
が
終
了

し
、
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

な
お
、
林
野
庁
に
お
い
て
は
設
定
委
員
会
終
了
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
答
申
、
そ
し
て
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
住
民
報
告
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
報
告
会
に
つ
い
て
は
４
ペ
ー

ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
27 

「
＃
69
の
出
産
と
移
動
」 

  

個
体
識
別
番
号
＃
69
は
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
で
す
。
昨
年
の
９
月
７
日
に
母
島
の
鰆
根

付
近
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
父
島
海
域
で
の
確
認
が
３
回
続
い
た
の

で
す
が
、
今
年
の
９
月
７
日
に
＃
69
を
昨
年
と
同
じ

鰆
根
付
近
で
確
認
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
母
島
・

父
島
両
方
の
周
辺
海
域
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
＃
69
は
今
年
７
月
５
日
に
新
生
児
を
連
れ

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
＃
69
が

出
産
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
９
月
７

日
の
確
認
で
は
、子
供
を
連
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ
ル
カ
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
は
新
生
児
が
確
認
さ
れ

て
ま
も
な
く
、行
方
不
明
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

今
、
＃
69
は
何
を
想
い
、
小
笠
原
の
海
で
暮
ら
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

              

７
月
５
日
に
確
認
さ
れ
た
＃
69
と
新
生
児 

 
         

そ
の
後
、
新
生
児
は
行
方
不
明
に 
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◎
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
＆
ス
イ
ム 

自
主
ル
ー
ル
の
実
施
状
況
観
察 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
こ
の
夏
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
＆

ス
イ
ム
の
自
主
ル
ー
ル
（事
業
者
を
中
心
に
策
定
）の

実
施
状
況
観
察
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
自
主
ル
ー
ル
は
お
お
む
ね
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
イ
ル
カ
へ
の
配
慮
と
ツ
ア
ー
参
加
者

の
安
全
面
の
向
上
に
は
、
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
今
後
も
、
イ
ル
カ
の
生
態
研
究
や
自

主
ル
ー
ル
の
実
施
状
況
観
察
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

◎
第
48
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（Ｉ
Ｗ
Ｏ
）勉
強
会 

「
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
の
安
全
対
策
（仮
）」 

 

【
日
程
】
未
定 

※
決
ま
り
し
だ
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
掲
示
板

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
64 

 

― 

子
ど
も
た
ち
と
環
境
学
習 

― 
 

 
 

近
年
の
エ
コ
・ツ
ア
ー
や
環
境
教
育
の
普
及
に
伴
っ

て
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

利
用
さ
れ
る
方
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
夏

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
テ
ー
マ

に
「見
て
・
触
れ
て
・
感
じ
る
」体
験
を
通
し
て
、
環

境
に
対
し
関
心
を
持
ち
、
環
境
保
全
活
動
に
参
加
す

る
動
機
づ
け
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
人
数
、
時
間
、
年
齢
に
応
じ
、

ウ
ミ
ガ
メ
生
態
レ
ク
チ
ャ
ー
、
飼
育
体
験
、
標
識
装

着
、
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
、
孵
化
率
調
査
な
ど
様
々
な
内

容
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
し
ま
す
。 

産
卵
か
ら
稚
ガ
メ
の
孵
化
を
迎
え
る
夏
は
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
卵
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
ま
す
。
大
村
海
岸

か
ら
掘
り
出
し
た
卵
の
移
植
で
は
、
転
卵
し
な
い
よ

う
慎
重
な
手
つ
き
で
人
工
孵
化
場
に
埋
め
、
生
ま
れ

て
く
る
稚
ガ
メ
た
ち
に
向
け
て
「が
ん
ば
っ
て
生
き

る
ん
だ
よ
」「大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
こ
い
よ
」
と
願

い
を
込
め
た
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

給
餌
体
験
で
は
、
自
分
で
練
っ
て
作
っ
た
餌
を
稚

ガ
メ
が
必
死
に
潜
っ
て
い
っ
て
食
べ
る
の
を
心
配
そ

う
に
覗
き
込
み
、
餌
が
す
べ
て
な
く
な
る
と
満
足
そ

う
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
炎
天
下
で
の
水

槽
掃
除
や
甲
長
90
㎝
を
越
す
大
き
な
カ
メ
の
甲
羅

磨
き
も
、
非
日
常
体
験
と
し
て
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
特
に
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
が

印
象
に
残
る
よ
う
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
肢
に
穴
を
開

け
、標
識
を
装
着
す
る
行
為
は
残
酷
な
よ
う
で
す
が
、

標
識
装
着
の
意
味
を
理
解
す
る
と
、
自
ら
進
ん
で
装

着
を
希
望
す
る
子
供
が
現
れ
ま
す
。
友
だ
ち
と
相
談

し
て
名
前
を
決
め
、
大
海
原
へ
の
旅
立
ち
を
見
送
る

と
「生
き
の
び
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
が
よ
り
一
層

強
く
な
る
よ
う
で
す
。
中
に
は
付
き
添
い
の
ス
タ
ッ

フ
や
リ
ー
ダ
ー
が
子
ど
も
た
ち
以
上
に
感
動
し
て 

帰
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
夏
は
、
日
中
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は

じ
め
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
に
も
、
子
ど
も
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
島
内
外
の
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
年
齢
層
も
幼
児
か
ら
74
歳
ま

で
と
幅
広
く
、
ウ
ミ
ガ
メ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
の
心
に
残
る
環
境
学
習

を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ※
稚
ガ
メ
の
ふ
化
は
も
う
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
の
で
、

各
浜
の
産
卵
巣
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
何
か
お
気

づ
き
の
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

                                    

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

 

「ぼくのつくったエサ たべてくれるかな？」 卵の移植作業「慎重に！」 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ８０ 号 ― 

 

すべての子どもが健やかに育つように、一緒に学びましょう 
 すべての子どもが自信を持ち、その人らしく生きていくことができるように、子どもの時期の対応こそ重要です。今月は児童相

談センターの巡回相談があります。今回は「軽度発達障害の子どもの理解と対応」というテーマで講演会が実施されます。ぜひご

参加ください。 

 

 

 

 

 

  

                  

                                                          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                            イルカの伝言版 

 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係 ２－3939 

イルカからの提言・・・どうする！？住民健診まであと２か月！！！ 

「いつも異常なしだから大丈夫」「コレステロールが高いのは毎年のことだから」なんて、

毎年の健診結果に慣れてしまったり、だから受けなくていいやという気持ちにはなっていま

せんか？ 健診は病気の早期発見だけでなく、より健康になるための生活習慣（運動や食事

やタバコ・アルコール）の改善のきっかけ作りになります。健診を２か月後に控えた今、ま

ずは「今回の健診では血圧をさげるために節酒しよう」「体重計測があるからダイエットし

よう」など健診を目標に体に良いことに取り組んでみてくださいね。 

ぼくもいっぱい泳いでシェイプアップ。きゅるるるるる・・・。 

 

誤解されやすい子どもたち 

近年、軽度発達障害の子どもたちのことが広く知られるように

なってきました。落ち着きがない、物をなくしてしまう、こだわ

りが強い、一方的にしゃべり過ぎる、人の気持ちや場の空気が読

めないなど困りごとはありませんか？文部科学省によると、普通

クラスで軽度発達障害を持っている子どもは６％と比較的高い

割合でいることがわかってきました。軽度発達障害とは、知的な

面では遅れはないけれど認知面での障害があり、学校や社会生活

で苦労を感じている人たちのことです。「なまけている」「変っ

た人」と思われてしまうこともありますが、原因は脳のネットワ

ークの機能に障害があるのではないかと言われています。親や周

りの大人はつい叱るばかりになってしまいますが、その子の持つ

特性にあった関わり方や工夫を知って実行できれば、その子の良

いところを伸ばして成長を促すことが出来ます。 

 

ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害） 

注意力・衝動性・多動性を自分でコントロール

できない障害です。物事に集中できない、忘れ

物が多い、考えずに行動してしまうなど。 

多動や衝動性はなく、無気力に見える場合もあ

ります。 

児童相談センター巡回相談では講演会の他に個別相談も実施します。上記のような子ど

もに関して気になっていることや、子育てをしていて大変なことについて相談できま

す。年に１度の貴重な機会なのでぜひご活用ください。  
 

問い合わせ先 小笠原支庁総務課行政係 ２－２１２１ 田村・鈴木 

アスペルガー症候群・高機能自閉症 

社会性の障害、コミュニケーションの問題、思考

の柔軟性の乏しさなど、自閉症と共通する症状が

でてきます。 

こだわりが強かったり、人の気持ちや場の空気を

読めなかったりします。音や触覚、味覚などが敏

感または鈍感だったりするケースもあります。 

ＬＤ（学習障害） 

全般的な知的発達に遅れはないけれど、読むこ

と、話すこと、書くこと、聞くこと、計算、運

動能力などのうち特定の学習の習得が著しく

苦手です。 

介護予防体操が 10 月か

ら始まります。詳しくは

健康・保健のコーナーを

ご覧ください！ 



出港日

インフルエンザ任意予防接種1回目（～20）

出港日

産科・婦人科専門診療（父島 ～6） 介護予防体操教室開始（母島）

母島巡回労働相談

太陽雑音による影響

　テレビ放送中断（～6）

　通信障害（～10） 入港日

東京三弁護士会法律相談（母島）

東京三弁護士会法律相談（父島）

定期予防接種

森林生態系保護地域設定報告会（父島）

高校図書館開放

入港日

地域振興に係る補助事業募集締切 出港日

小・中・高連合運動会（父島） 介護予防体操教室月曜クラス開始（父島）

皮膚科専門診療（母島 ～8） 小笠原小学校学校公開週間（～27）

介護予防体操教室火曜クラス開始（父島）

出港日

入港日

皮膚科専門診療（父島 ～13） シルバーピア生活協力員募集締切

介護予防体操教室申込締切 都児童相談センター巡回相談・講演会（母島）

村民意見・提案・相談受付窓口 小笠原小学校道徳授業地区公開講座

全国地域安全運動（～20）

父島全域停電（AM1:00～4:00） 都児童相談センター巡回相談・講演会（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 第二東京弁護士会電話無料法律相談

シロアリ対策事業申込締切

出港日

入港日 高校図書館開放

シロアリ対策事業（～21）

島内美化運動（父島）

小笠原諸島振興開発計画 園芸教室

変更素案に対する意見募集締切

高校図書館開放 母島巡回労働相談
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第２号 

総務課企画政策室 04998-2-3111

メール kikaku@vill.ogasawara.tokyo.jp 

小小笠笠原原航航空空路路のの開開設設にに向向けけてて  

皆さんが航空路に期待することや心配されることなど、航空路全般

について、ご意見をお寄せください。 

～～  皆皆ささんんののごご意意見見ををおお寄寄せせくくだだささいい  ～～  

東京都が「小笠原諸島振興開発計画」の変更素案を公表

      ～ 航空路開設に向けた手法などを明記 ～ 

◆ 航空路の開設 ⇒ 将来の開設を目指して検討を進める  

◆ 観光客増加に向けた振興策 ⇒ シニア層や修学旅行など新規観光客の開拓 等  

◆ 世界自然遺産への取組 ⇒ ノヤギ排除等移入種対策 等  

◆ 地上波テレビ放送のデジタル化完全移行に向けた対策検討 ほか 

「本土との交通アクセスを改善するため、自然環境との調和に十分配慮 

した航空路について将来の開設を目指し検討を進める。この検討を行うため、 

村民合意を前提に、東京都と小笠原村で協議会を設置し、情報公開を行いな 

がら、関係者間の円滑な合意形成を図り、PI を実施する。 

東京都は、自然環境への影響、費用対効果、運航採算性、安全性等について 

総合的に調査検討を行い、ＰＩに反映させる。」 

》》》》》変更素案に対する東京都の意見募集は、1 ページに掲載しています。

 小笠原村と東京都は連携をして、振興開発計画（平成 16～20 年度）の計画期間内に、PI を実施し、

空港整備の候補地選定を目指して参ります。 

変更前  「航空路の開設については、小笠原諸島が置かれた地理的状況を考え、 

費用・環境・技術面から、硫黄島の既存施設の活用や新機種の利用などを含 

めた航空路案を検討する。」 

変更後 

PI (パブリック・インボルブメント) は、「住民参画」と訳します。

基本的な考え方 

「産業振興並びに村民の生活安定向上の観点から、高速交通アクセス手段の確保は 

喫緊の課題である。」 

 本土との交通アクセスに関する記述を新たに追加 

事業計画（航空路） 

変更計画の主な内容 

 航空路関係 

将来の航空路開設を目指し検討を進めることを明記 

航空路開設までの進め方を明記 


